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いけばな草月流×とらや 日本伝統文化・春のコラボレーション！ 

桜をテーマとした家元いけばな展を「とらや」ギャラリーで開催 
草月流家元勅使河原茜デザインの桜の新作和菓子も同時に期間限定発売します。 

 

２００９年３月１２日（木）～１７日（火）の６日間、東京ミッドタウン「とらや」ギャラリー・菓寮において、

いけばな草月流と和菓子の老舗とらやがコラボレーションを行います。草月流第四代家元・勅使河

原茜がプロデュース、春の到来を感じさせる桜をメインにしたいけばなやインスタレーションなどで、

「とらや」ギャラリー・菓寮を彩ります。さらに、家元茜による桜をイメージした新作和菓子も期間限

定で販売されます。 

 

コラボレーションのテーマは、桜の季節のおもてなし。 

一年に一度巡ってくる桜の季節、いけばな草月流ととらやでは、桜をテーマとしたいけばなと和菓

子で、この季節にふさわしいおもてなしを演出します。 

 

■イベント概要 

【 名 称 】 いけばな×和菓子のコラボレーション「美しいね。和の世界 勅使河原茜 桜いける」 

【開 催 期 間 】  ２００９年３月１２日（木）～１７日（火） 

【 時 間 】 １１時～２１時 

【 会 場 】 とらや東京ミッドタウン店 「とらや」ギャラリー・菓寮  入場無料 

          東京ミッドタウン ガレリア地下１階 都営大江戸線「六本木駅」８番出口より直結 

 

【いけばな展イメージ図】 ※展示内容は変更される場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

※店外、店内、喫茶の展示スペースにいけばな作品など合計約１１作品を展示する予定です。 

 

         ２００９年２月１９日
財団法人草月会

 

 
【報道関係各位】 
 

草月流のいけばなの真骨頂！ 

いけばなのインスタレーション。 
家元・勅使河原茜、桜のいけばな（小作） 

                 ※イメージ図 
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■桜の新作和菓子 

桜の和菓子、棹もの（羊羹）１種と練り切り２種を販売します。 

【菓銘】 

羊羹     『花の流るる』 

練り切り  『春の雫』、『桜おとめ』 

【価格】 

羊羹      3,465 円（税込価格） 

練り切り   各 420 円（税込価格） 

【販売店舗】 

とらや東京ミッドタウン店、とらや赤坂本店、とらや銀座店 

【販売期間】 

展覧会開催期間中（２００９年３月１２日（木）～１７日（火）まで） 

 

■家元・プロフィール 

勅使河原茜（てしがはら あかね） 

草月流第四代家元 

１９６０年生まれ 

「花のピカソ」とよばれた草月流の創始者・蒼風を祖父に、映画監督と

しても知られる第三代家元・宏を父に持ち、自由で創造的な空気を全

身で感じながら育つ。幼児教育を学んだ後、４年間の幼稚園教諭の

経験をへて、いけばなの道へ。２００１年第四代家元を継承。 

「いけばなは瞬間の出会い。だからこそ、その時その空間に生まれる

おもいを大切にしたい」と、みずみずしく大胆な作品を国内外のさまざ

まな場で発表するかたわら、大好きな子どもたちのためのいけばな

教室「茜ジュニアクラス」を開講し、いけばなによる心の教育に力を注

ぐ。また、植物から得たインスピレーションを形にしたジュエリーデザ

イン、能、バレエ、書などの異分野アーティストとコラボレーションを行

うなど、独自の世界を築いている。 

 

■団体概要 

【 社 名 】 財団法人草月会 

【 代 表 】 理事長 勅使河原茜（草月流家元） 

【所在 地 】 〒107-8505 東京都港区赤坂 7-2-21 

【事業内容】 いけばな教室や展覧会の開催。いけばな指導の有資格者が加入する「草月指導連 

盟」の管理及び運営。 

 

【上】羊羹 『花の流るる』 
【下】練り切り（左） 『春の雫』 
   練り切り（右）  『桜おとめ』 


